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一

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
法
制
史
学
史
を
語
る
際
、
ま
ず
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
き
た
の
が
、
法
学
的
手
法
に
よ
り
重
点
を
置
い
た
い
わ
ゆ
る
「
法
科
派
」
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
中
田
薫
（
明
治
十
（
一
八
七

七)

〜
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年)

、
及
び
そ
れ
と
は
対
照
的
に
歴
史
学
的
手
法
を
重
ん
じ
た
と
す
る
「
文
科
派
」
の
京
都
帝
国
大

学
教
授
・
三
浦
周
行
（
明
治
四
（
一
八
七
一)

〜
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

(

�)

と
こ
ろ
が
そ
れ
に
比
し
て
、
宮
崎
道
三
郎
（
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
〜
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
）
に
関
し
て
は
、
帝
国

大
学
に
お
け
る
、
す
な
わ
ち
近
代
的
な
日
本
の
大
学
制
度
に
お
け
る
最
初
の
法
制
史
講
座
担
当
者
と
い
う
文
字
通
り
の
「
パ
イ
オ
ニ

ア
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

(
�)

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
大
部
の
著
作
を
残
し
た
中
田
・

三
浦
に
対
し
著
作
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
著
作
に
つ
い
て
も
、
直
接
法
制
度
に
関
す
る
、
そ
の
意
味
で
「
法
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制
史
的
な
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
比
較
言
語
研
究
と
見
做
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
ま
さ
に
我
が
国
の
近
代
大
学
制
度
お
よ
び
法
学
の
創
成
に
当
た
る
重
大
な
時
期
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
宮
崎
の
仕
事
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
刺
激
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
昨
今
の
研
究
動
向
に
顕
著
な
東
ア
ジ
ア
法
な
い
し
継
受
に
関
す
る
諸
議
論
の
前
提

と
し
て
も
、
本
来
決
し
て
等
閑
視
出
来
な
い
存
在
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
宮
崎
の
目
指
し
た
法
史
学
の
一
端
を
追
体
験
す
る
こ
と
で
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
学
問
史
に
お
け
る
「
継
受
」

の
局
面
を
出
来
る
だ
け
具
体
的
に
描
出
し
て
み
た
い
。

二

宮
崎
道
三
郎
略
歴

宮
崎
道
三
郎
は
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
、
津
藩
の
家
老
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

(

�)

幼
い
頃
よ
り
漢
籍
に
親
し
み
、
藩
校
時
習

館
で
儒
学
・
英
語
を
含
む
基
礎
的
教
育
を
受
け
た
後
、
明
治
五(

一
八
七
二)

年
に
上
京
し
た
。
上
京
後
は
中
村
正
直
に
も
師
事
し
つ

つ
開
成
学
校
に
入
学
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
、
そ
の
三
年
前
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
法
学

士
の
学
位
を
得
て
い
る
。
同
年
、
文
部
省
御
用
掛
官
立
学
務
局
に
勤
務
し
、
翌
同
十
四
年
東
京
大
学
御
用
掛
を
兼
務
、
和
漢
法
律
史

の
編
輯
に
携
わ
る
中
、
東
京
大
学
助
教
授
と
し
て
法
学
部
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
さ
に
東
京
大
学
、
そ
し
て
法
学
部
の
創
設
期
と
重

な
り
合
い
つ
つ
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
八
月
、「
沿
革
法
理
学
及
民
法
総
論
修

業
の
為
め
」
と
い
う
名
目
で
ド
イ
ツ
留
学
の
命
を
受
け
、
横
浜
港
を
出
帆
す
る
。

(

�)

留
学
先
の
ド
イ
ツ
で
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
各
大
学
に
滞
在
し
つ
つ
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
、
ゾ
ー
ム
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
ら
に
学
び
、
中
で
も

大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
が
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
仕
事
、
就
中
『
法
古
事
学(

D
e

u
tsch

e
�
���

������	�

�
�	)』

（
一
八
二
八
年
）

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
帰
朝
し
た
後
は
直
ち
に
、
渡
欧
中
に
発
足
し
た
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帝
国
大
学
法
科
大
学
の
教
授
に
就
任
し
、「
羅
馬
法｣

「
日
本
法
制
沿
革
」
を
担
当
、
同
二
四
年
、
法
学
博
士
の
学
位
授
与
、
同
二
六

年
、
帝
国
大
学
に
お
け
る
講
座
制
の
導
入
と
同
時
に
羅
馬
法
及
び
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
の
初
代
担
当
者
と
な
っ
た
。
以
後
大
正

十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
退
官
す
る
ま
で
法
制
史
講
座
（
現
・
日
本
法
制
史
）
を
担
い
、

(

�)

「
東
洋
言
語
の
比
較
研
究
を
、
日
本
法
制

史
の
研
究
に
利
用
」
す
る
試
み
、
よ
り
具
体
的
に
は
「
比
較
言
語
学
の
力
を
藉
り
て
以
て
、
我
古
代
法
制
史
料
の
缺
陥
を
補
」
う
研

究
活
動
に

(

�)

、
一
説
に
は
日
露
戦
争
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
程
の
勤
勉
さ
を
以
て
邁
進
し
た
。

(

�)

学
問
的
に
も
き
わ
め
て
厳
格
な
姿
勢
を
貫
き
通
し
、
著
作
集
と
し
て
は
死
後
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
『
論
集
』
一
点
に
止
ま
る
。
こ

れ
は
『
国
家
学
会
雑
誌』
、『
法
学
協
会
雑
誌』

、『
史
学
雑
誌
』
と
い
っ
た
媒
体
に
発
表
さ
れ
た
、
多
く
は
学
士
院
例
会
な
ど
で
の
講

演
を
下
敷
き
と
し
た
、
本
人
の
言
に
依
れ
ば
「
意
に
充
た
」
ず
、「
破
棄
し
去
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
も
」
少
な
く
な
い
の
で
出

版
を
躊
躇
し
た
三
十
数
点
の
論
文
を
、
編
者
で
あ
る
弟
子
の
中
田
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
先
生
の
意
に
反
し
て
」
纏
め
た
も
の
で

あ
る
。

(

�)

そ
の
他
細
か
い
論
稿
や
講
義
録
の
類
は
幾
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
が
、

(

�)

主
要
な
著
作
は
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
著
作
に
つ
い
て
、
近
年
で
は
長
尾
龍
一
「
宮
崎
道
三
郎
の
法

史
学
」
が
触
れ
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
そ
の
内
容
は
、『
論
集
』
で
扱
わ
れ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
、
偶
々
目
に
つ
い
た
、
し
か
も
比
較

的
知
ら
れ
た
関
連
資
料
と
を
羅
列
し
た
上
で
、
そ
れ
に
著
者
自
身
が
言
う
通
り
「
私
的
感
想
」

(

�)

な
い
し
「
素
人
的
感
想
」

(

�)

を
付
け
加

え
た
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
近
代
以
降
の
学
問
史
の
流
れ
の
中
で
の
大
ま
か
な
、
あ
る
い
は
形
式
的
な
宮
崎
へ
の
言
及
は

昨
今
散
見
さ
れ
る
が
、
宮
崎
の
学
問
構
想
を
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

宮
崎
の
学
問
的
関
心
や
企
図
を
解
き
明
か
す
に
は
、
彼
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
、
西
洋
語
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
語
・
韓
国
朝
鮮
語

を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
地
域
の
言
語
に
関
す
る
該
博
な
知
識
を
は
じ
め
、
グ
リ
ム
の
業
績
に
対
す
る
正
確
な
理
解
や
言
語
学
に

関
す
る
見
識
、
ま
た
厖
大
な
古
典
籍
の
類
を
、
渉
猟
し
咀
嚼
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
あ
る
い
は
著
作
の
題
目

宮崎道三郎と伴信友の「カササギ」
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を
一
瞥
す
る
だ
け
で
も
容
易
に
予
測
さ
れ
よ
う
か
か
る
難
関
こ
そ
が
、
一
層
彼
の
研
究
と
の
取
組
を
躊
躇
さ
せ
、
遅
ら
せ
て
き
た
と

も
い
え
よ
う
。
む
ろ
ん
本
稿
に
お
い
て
も
そ
の
準
備
が
十
全
に
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
宮
崎
の
議
論
を
手
掛
か
り
と
し

て
そ
の
思
考
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
の
糸
口
を
提
示
し
た
い
。

三
「
カ
サ
サ
ギ
」
の
語
に
見
る
分
析
手
法

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
従
い
、
本
稿
で
は
試
み
と
し
て
、「
カ
サ
サ
ギ
」
と
い
う
語
に
関
す
る
宮
崎
の
分
析
を
検
討
す
る
。

一
見
法
制
度
と
無
関
係
に
思
わ
れ
る
こ
の
語
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
第
八
論
文
「
日
本
法
制
史
の
研
究
上
に
於
け
る
朝
鮮
語
の
價

値｣
(

�)

（
以
下
「
第
八
論
文
」
と
略)
、
第
十
一
論
文
「
朝
鮮
語
と
日
本
歴
史
」

(

�)
(

以
下
「
第
十
一
論
文
」
と
略)

、
第
十
六
論
文
「
日
韓

兩
國
語
の
比
較
研
究
」

(

�)
(

以
下
「
第
十
六
論
文
」
と
略
）
と
い
う
三
つ
も
の
論
稿
で
繰
り
返
し
論
じ
て
い
る
こ
と
に
も
端
的
に
表
れ

て
い
る
よ
う
に
、
宮
崎
が
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
語
の
一
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
分
析
手
法
の
特
徴
が
良
く
表
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

(

�)

ま
ず
前
提
と
し
て
「
カ
サ
サ
ギ
（
鵲)

」
と
い
う
鳥
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

(

�)

「
カ
サ
サ
ギ
」
は
、
体
長
四
、五
〇
㎝
ほ

ど
と
そ
こ
そ
こ
大
振
り
な
が
ら
、
美
し
く
華
や
か
な
翼
を
持
つ
愛
ら
し
い
鳥
で
あ
る
。
織
姫
と
彦
星
の
架
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
た

と
い
う
言
い
伝
え
、
ま
た
鵲
喜
、
と
い
う
単
語
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
洋
で
は
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
き
た
。
翻
っ
て
西
洋
に

目
を
向
け
る
と
、「
カ
サ
サ
ギ｣

（
学
名

p
ica

p
ica

）
は

m
ag

p
ie

と
呼
ば
れ
、
お
し
ゃ
べ
り
で
騒
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
き
、

は
た
ま
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
「
泥
棒
か
さ
さ
ぎ
」
な
ど
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
、
洋
の
東
西
で
親
し
ま
れ
て
き
た
鳥
と
い
え
る
。

日
本
で
は
従
来
九
州
北
部
に
の
み
生
息
し
、
と
り
わ
け
佐
賀
県
で
は
県
の
鳥
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
北
海
道
の
室
蘭
や
苫
小

牧
で
も
目
撃
情
報
が
相
次
い
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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宮
崎
に
よ
れ
ば
、
彼
の
関
心
に
従
っ
て
日
本
と
朝
鮮
と
の
歴
史
的
な
関
係
を
言
語
か
ら
繙
い
て
み
た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
日
本
語
の

「
難
語
」
の
中
に
は
「
朝
鮮
語
」
を
参
照
し
て
解
釈
す
る
と
そ
の
意
義
が
忽
ち
明
白
に
な
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。

(

�)

そ
し
て

「
カ
サ
サ
ギ
」
は
ま
さ
に
、
か
か
る
「
難
語
」
の
一
と
し
て
分
析
対
象
と
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
言
葉
自
体
は
、「
古
歌
」
に
も
あ

る
よ
う
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
が
、

(

�)

語
の
本
義
を
考
え
て
み
る
と
実
に
厄
介
で
あ
る
。

(

�)

そ
も
そ
も
こ
の
鳥
は
「
サ
ギ
」
と
い
い
な
が

ら
、
種
と
し
て
み
た
場
合
、「
サ
ギ
」
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
。

(

�)

「
サ
ギ
」
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
目
（
近
年
の
分
類
上
は
ペ
リ
カ
ン

目
）
サ
ギ
科
で
あ
る
の
に
対
し
、「
カ
サ
サ
ギ
」
は
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
か
た
ち
か
ら
み
て
も
、
確
か
に

「
カ
サ
サ
ギ
」
は
「
サ
ギ
」
と
は
凡
そ
異
な
っ
て
お
り
、
嘴
そ
の
他
は
カ
ラ
ス
と
似
て
い
る
。
黒
と
白
の
碁
石
か
ら
囲
碁
の
こ
と
を

指
す
「
烏
鷺｣

、
あ
る
い
は
「
烏
鷺
の
戦
い
」
な
ど
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、

(

�)

こ
の
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
カ
サ
サ
ギ
」
が

属
す
る
「
カ
ラ
ス
」
と
「
サ
ギ
」
と
は
、
む
し
ろ
対
照
的
な
関
係
に
あ
る
と
す
ら
い
え
る
の
で
あ
る
。

語
義
を
探
る
上
で
ま
ず
参
照
さ
れ
る
の
は
、『
言
海
』
の
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

鳥
ノ
名
、
大
サ
鴉
ノ
如
ク
、
頭
背
、
�
ク
シ
テ
、
褐
ヲ
帯
ビ
、
肩
ニ
白
キ
�
ア
リ(

、
翅
ハ
�
ク
シ
テ
碧
ニ
光
ル
、
尾
ハ
身
ヨ

リ
長
ク
、
�
ク
緑
ニ
シ
テ
光
リ
、
其
端
ハ
紫
ニ
光
ル
、
胸
腹
ハ
白
ク
シ
テ
褐
ヲ
帯
ブ
、
聲
、
鴉
ニ
似
テ
低
シ
。）
一
名
、
唐タ

ウ

鴉
カ
ラ
ス
、

筑
後
ニ
多
ケ
レ
バ
、
筑
後
鴉
ノ
名
モ
ア
リ
、

(

�)

そ
れ
に
よ
る
と
、
か
た
ち
の
み
な
ら
ず
名
称
の
上
で
も
、「
唐
鴉｣

、
あ
る
い
は
筑
後
に
多
い
こ
と
か
ら
「
筑
後
鴉
」
と
い
う
名
す

ら
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
少
し
も
鷺
に
似
た
も
の
で
な
い
の
に
、
何
故
「
サ
ギ
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
、「
名
実
相
副
は
ぬ
」
と
は
こ

の
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
を
示
す
の
で
あ
る
。

(

	)

と
こ
ろ
が
こ
れ
を
朝
鮮
語
を
介
し
て
分
析
す
る
と
、
そ
の
疑
問
が
氷

解
す
る
と
い
う
。
そ
も
そ
も
「
日
本
法
制
史
の
研
究
上
に
於
け
る
朝
鮮
語
の
價
値
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
論
文
に
お
け
る
分
析
対
象

と
し
て
「
カ
サ
サ
ギ
」
と
い
う
語
を
取
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
宮
崎
の
非
凡
な
学
問
的
セ
ン
ス
と
自
信
と
が
窺
え
る
が
、
次
に
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推
論
の
過
程
を
具
体
的
に
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

朝
鮮
語
で
は
、「
カ
サ
サ
ギ(

鵲)

」
の
こ
と
を�

�
(

k
a

ch
’i)

と
言
う
。

(

�)

単
に
「
カ
チ
」
だ
け
で
あ
れ
ば
、「
カ
サ
サ
ギ
」
の

｢

カ
サ
」
の
部
分
に
似
て
い
な
く
も
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
で
日
本
語
と
の
共
通
性
を
見
出
す
に
は
、
宮
崎
自
身
も
認
め
る
よ
う
に
、

や
は
り
不
充
分
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が｢

鵲｣

と
い
う
漢
字
の
朝
鮮
に
お
け
る
字
音
、
す
な
わ
ち
音
読
み
を
見
る
と�

(
ch

ak)

と
い
う
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
朝
鮮
で
は
訓
と
音
を
連
読
す
る
慣
習
が
あ
り
、

(

�)

従
っ
て
、「
鵲｣

と
い
う
漢
字
を
朝
鮮
で
は�

�
�
(

k
a

ch
’i

ch
ak)

「
カ
チ
チ
ャ
ク
」
と
読
み
習
わ
す
。
つ
ま
り
「
カ
サ
サ
ギ
」
の
「
サ
ギ
」
は
、
も
と
も
と
こ
の
「
鵲
」
と
い
う
字
の
朝
鮮
に
お
け
る

音
読
み
「
チ
ャ
ク
」
で
あ
っ
て
、
日
本
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
鳥
の
「
サ
ギ
（
鷺)

」
と
は
無
関
係
で
あ
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
か
か
る
言
葉
の
あ
り
方
を
歴
史
史
料
か
ら
も
検
証
し
て
み
る
と
、
こ
の
鳥
が
新
羅
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
こ

と
を
示
す
日
本
書
紀
の
記
述
に
言
及
し
た
上
で
、

(

�)

「
カ
サ
サ
ギ
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
古
来
の
も
の
で
は
な
く
朝
鮮
に
由
来
す
る
、

と
推
論
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
推
論
は
「
第
十
六
論
文
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
他
の
根
拠
を
示
す
こ
と
で
補
強
さ
れ
る
。『
後
漢
書
東
夷
列
傳』

(

�)

、『
魏
志
倭

人
傳
』

(

�)

に
は
共
に
、「
倭
」
国
に
は
牛
、
馬
、
虎
、
豹
、
羊
な
ど
と
同
様
鵲
も
い
な
い
と
あ
り
、
日
本
側
の
書
物
を
見
て
も
、『
播
磨

風
土
記
』
に
は
「
鵲
」
が
「
韓
國
鳥
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
旨
の
記
述
が
存
在
す
る
。

(

�)

以
上
か
ら
み
て
も
、「
カ
サ
サ
ギ
」
は
も
と

も
と
日
本
に
い
た
も
の
で
は
な
く
韓
国
か
ら
渡
来
し
た
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
こ
れ
は
朝
鮮
語
の
「�

�
�
(

k
a

ch
’i

ch
ak)

」
と

同
語
、
す
な
わ
ち
あ
る
種
の
外
来
語
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

(

�)

と
は
い
え
「
カ
サ
サ
ギ
」
と
「
カ
チ

チ
ャ
ク
」
と
は
確
か
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
と
す
る
の
は
少
々
無
理
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
は
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
は
、�

(
ch)

行
や�

(
ch

’)

の
韓
音
が
日
本
に
入
っ
て
佐
行
音(

s)

に
な
っ
た
例
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
充
分
明

白
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。

(

�)
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以
上
が
宮
崎
自
身
が
直
接
論
文
上
で
示
す
分
析
で
あ
る
が
、
か
か
る
手
法
及
び
結
論
に
つ
き
も
う
少
し
考
察
の
手
掛
か
り
を
模
索

す
る
と
、
幾
つ
か
の
資
料
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
『
論
集
』
収
録
の
比
較
言
語
分
析
に
お
い
て
も
よ
く
引
照
さ
れ
て
い
る

文
献
か
ら
二
点
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

第
一
に
は
『
倭
訓
栞
』
、
す
な
わ
ち
宮
崎
と
同
郷
の
伊
勢
出
身
の
国
学
者
・
谷
川
士
清
（
宝
永
六

(

一
七
〇
九)

〜
安
永
五

(

一

七
七
六)

年
）
に
よ
る
五
十
音
順
排
列
の
国
語
辞
書
で
あ
る
。
や
は
り
宮
崎
の
著
作
に
お
い
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
『
俚
言
集
覧
』
と

共
に
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
辞
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。

(

�)

か
さ
さ
ぎ

鵲
を
よ
め
り
、
鳩
よ
り
ち
い
さ
く
背
黒
く
腹
白
き
鳥
な
れ
ば
、
烏
鷺
の
二
ツ
を
合
せ
て
よ
べ
り
と
い
へ
り
、
筑
紫

に
多
し
、
唐
烏
又
高
麗
烏
と
よ
ぶ
と
ぞ
（
以
下
略
）

(

�)

こ
こ
で
は
鵲
の
「
さ
ぎ
」
が
、
腹
が
白
い
こ
と
か
ら
「
鷺
」
に
由
来
す
る
と
す
る
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
然
宮
崎
は
こ
の
箇

所
を
参
照
し
な
が
ら
も
こ
れ
を
「
鷺
」
に
引
き
つ
け
て
の
誤
解
に
基
づ
い
た
説
と
見
做
し
、
明
示
的
に
は
引
用
し
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)

第
二
に
は
新
井
白
石
（
明
暦
三
（
一
六
五
七)
〜
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
）
に
よ
る
『
東
雅
』
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
享
保

二
（
一
七
一
七
）
年
に
著
さ
れ
た
「
和
名
類
聚
鈔
に
よ
り
て
專
ら
物
名
を
解
釋
し
た
る
も
の｣

、

(

�)

す
な
わ
ち
古
代
語
の
字
書
で
、
註

釈
を
基
本
と
し
つ
つ
、
古
今
の
様
々
な
文
献
の
み
な
ら
ず
中
国
・
朝
鮮
と
い
っ
た
周
辺
地
域
の
言
語
も
参
照
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

鵲
カ
サ
サ
ギ

推
古
天
皇
の
御
時
に
。
難ナ

ニ

波ハ

吉キ

士シ

磐イ
ハ

金ガ
ネ

新
羅
よ
り
到
り
て
。
鵲
二
隻
を
獻
ず
。
難
波
の
杜モ

リ

に
養
は
し
む
。
因
以
巣
レ

枝
而

産
レ

子
と
い
ふ
事
見
え
た
り
〔
日
本
紀
に
〕
こ
れ
我
國
に
鵲
來
り
し
事
の
始
也
。
カ
サ
サ
ギ
と
は
。
新
羅
の
方
言
と
。
此
國
の

方
言
と
を
併
せ
呼
び
し
と
見
え
た
り
。
�
今
も
朝
鮮
の
方
言
に
。
鵲
を
呼
び
て
カ
シ
と
い
ふ
也
。
カ
サ
と
い
ひ
。
カ
シ
と
い
ふ

は
轉
語
也
。
サ
ギ
は
�
噪

サ
ワ
ギ

也
。
鵲
噪
ぎ
ぬ
れ
ば
喜
あ
り
な
ど
漢
人
の
説
に
見
え
た
り
。

(

�)
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こ
こ
で
は
「
鵲
」
が
も
と
も
と
日
本
に
お
ら
ず
、
朝
鮮
か
ら
渡
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
宮
崎
と
同
じ
論
旨
で
あ
る
が
、「
カ

サ
サ
ギ
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
鵲
を
意
味
す
る
新
羅
方
言
で
あ
る
「
カ
シ
」
と
、
噪
ぎ
の
難
波
方
言
で
あ
る
「
サ
ギ
」
の
合
わ
さ
っ

た
も
の
と
し
て
い
る
。
白
石
の
言
う
よ
う
に
、
確
か
に
鵲
が
噪
ぐ
こ
と
を
「
鵲
噪
」
と
言
い
吉
兆
を
表
す
こ
と
は
多
く
の
漢
籍
に
も

出
て
い
る
も
の
の
、

(

�)

し
か
し
こ
れ
も
些
か
無
理
が
あ
る
と
考
え
た
の
か
、
論
文
で
は
挙
げ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、「
鵲
」
と
い
う
鳥
が
朝
鮮
由
来
で
あ
る
こ
と
と
、「
カ
サ
サ
ギ
」
な
る
語
の
由
来
を
も
完
全
に
そ
こ
に
関
連
づ
け
る
宮

崎
の
説
明
は
ま
っ
た
く
の
独
自
説
で
あ
ろ
う
か
。
朝
鮮
か
ら
伝
わ
る
ま
で
日
本
に
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
顧
慮
し
て
も
、「
カ

サ
サ
ギ
」
と
い
う
語
の
由
来
を
一
気
に
朝
鮮
語
に
求
め
る
論
旨
は
、
明
晰
で
は
あ
る
も
の
の
き
わ
め
て
大
胆
と
い
え
る
。

漢
字
と
い
う
表
意
文
字
に
特
有
の
語
義
論
に
徒
に
固
執
せ
ず
、
卓
越
し
た
語
学
能
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
き
わ
め
て
精
密
な
朝
鮮
語

及
び
そ
の
発
音
に
対
す
る
理
解
に
基
づ
き
、

(

�)

ま
さ
に
そ
の
音
声
面
を
手
掛
か
り
と
し
て
明
快
に
分
析
す
る
と
い
う
か
か
る
推
論
の
あ

り
方
は
、
宮
崎
の
著
作
を
通
じ
て
み
と
め
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
顕
著
な
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
解
明
自
体
が
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
で

あ
る
。
が
、「
カ
サ
サ
ギ
」
の
語
を
取
っ
て
み
た
場
合
、
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
の
重
要
な
手
掛
か
り
は
、
伴
信
友
（
安
永
二
（
一
七

七
三)

〜
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
）
に
よ
る
『
比
古
婆
衣
』
の
記
述
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
平
田
篤
胤
ら
と
共
に
江
戸
時

代
後
期
を
代
表
す
る
国
学
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
信
友
は
若
狭
国
小
浜
藩
の
出
身
、
精
密
な
歴
史
研
究
や
古
典
の
考
証
学
で
知

ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
や
『
倭
訓
栞
』
の
校
訂
を
始
め
と
す
る
多
く
の
重
要
な
業
績
を
残
し
て
い
る
。

(

�)

『
比
古
婆
衣
』
は
国
史
・
国
文

に
ま
つ
わ
る
事
物
の
考
証
研
究
を
纏
め
た
随
筆
集
で
彼
の
代
表
作
の
一
で
あ
る
が
、

(

�)

こ
の
中
で
「
カ
サ
サ
ギ
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
論
じ
た
箇
所
が
存
在
す
る
。

か
さ
ゝ
ぎ
と
云
ふ
鳥
に
二
種
あ
り
、
ま
ず
其
一
種
は
も
と
韓
國
の
産
に
て
漢
國
に
て
鵲
と
い
へ
る
も
の
に
て
そ
の
皇
華

ミ
ク
ニ

に
渡
り

來
し
始
は
、
日
本
書
紀
に
推
古
天
皇
の
御
世
六
年
夏
四
月
難
波
吉
師
磐
金
至
自
新
羅
而
獻
鵲
二
隻
、
乃
俾
養
於
難
波
杜
因
以
巣
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枝
而
産
之
と
見
え
〔
割
注
略：

和
仁
〕
其
が
名
は
本
草
和
名
抄
等
に
鵲
は
和
名
加
佐
々
木
と
訓
る
も
の
こ
れ
な
り
、
さ
て
其
は

も
と
皇
華
言
も
て
負
せ
た
る
名
に
は
あ
ら
で
新
羅
の
國
言
も
て
呼
び
な
ら
ゝ
る
も
の
に
な
ん
あ
り
け
る
、
其
は
も
ろ
こ
し
宋
世

に
孫
穆
と
云
へ
る
が
朝
鮮
國
の
事
を
記
せ
る
鷄
林
類
事
と
云
書
に
そ
の
國
語
ど
も
を
載
た
る
中
に
、
鵲
曰
喝
則
寄

カ
ツ
ソ
キ

と
註
せ
り
し

か
る
に
朝
鮮
の
崔
世
珍
が
著
せ
る
訓
蒙
字
會
と
云
書
に
〔
此
書
明
の
嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
年：

和
仁
註
）
に
著
せ
る
由
序
に

み
ゆ
皇
朝
の
享
禄
元
年
な
り
〕

(

�)

漢
字
の
鵲
を
お
の
が
朝
鮮
に
て
呼
名
に
當
て
諺
文
字
も
て
加
佐
と
よ
む
べ
く
注
せ
り
〔
字
會
鵲

字
の
下
に
諺
文
に
て
、�

�
�

と
注
せ
り
こ
れ
を
諺
文
の
例
に
據
り
て
讀
む
に
、�

は
加
、�

は
佐
な
り
、
此
二
字
引
合
て
加

佐
と
よ
む
べ
し
、
さ
て
其
下
な
る�

は
志
也
久
な
り
、
鵲
字
の
音
を
注
せ
る
な
り
、
然
る
に
新
井
君
美
主
の
書
さ
れ
た
る
も
の

に
今
の
朝
鮮
語
に
鵲
を
加
之
と
云
へ
り
と
云
は
れ
た
る
は
、
か
の
加
佐
と
や
う
に
云
へ
る
だ
み
言
を
然
き
ゝ
な
し
た
る
説
な
る

べ
し
〕
い
は
ゆ
る
喝
則
寄
の
畧
言
な
る
べ
し
、
し
か
れ
ば
鵲
を
加
佐
々
木
と
云
ふ
は
も
と
韓
言
の
名
な
る
を
そ
の
か
み
磐
金
が

新
羅
よ
り
持
歸
り
て
そ
の
國
言
に
加
佐
々
木
と
呼
ぶ
由
奏
し
て
獻
り
け
る
が
今
に
其
名
の
傳
は
れ
る
も
の
な
り
け
り
、
か
く
て

此
鳥
の
事
の
ふ
る
き
書
に
見
え
た
る
は�
�
抄
に
鵲
は
尾
極
長
觜
短
、
水
邊
に
は
す
ま
ず
山
木
に
す
む
一
名
飛
駮
と
い
へ
り
、

天
川
の
か
ゝ
さ
ぎ
の
橋
と
云
ふ
も
是
な
り
全
白
鷺
の
類
に
非
ず
、
烏
鵲
橋
列
浪
往
來
な
ど
申
を
誤
て
�
き
も
の
に
こ
そ
云
ひ
習

は
し
た
れ
（
以
下
略
）

(

�)

こ
こ
で
は
ま
ず
「
カ
サ
サ
ギ
」
自
体
が
も
と
も
と
朝
鮮
由
来
の
鳥
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
名
称
自
体
が
日
本
古
来
の
「
皇
華
言
」

で
は
な
く
「
新
羅
の
國
言｣

、
す
な
わ
ち
朝
鮮
語
で
あ
る
と
の
前
提
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
ま
ず
朝
鮮
に
お
け
る
語
源
を

探
っ
て
み
る
と
、
宋
代
に
中
国
の
孫
穆
と
い
う
人
物
が
朝
鮮
に
関
し
て
記
し
た
書
で
あ
る
『
鷄
林
類
事
』

(

�)

に
、「
鵲
」
を
「
喝
則
寄
」

と
す
る
註
が
あ
る
。

(

�)

他
方
で
朝
鮮
側
の
書
物
と
し
て
『
訓
蒙
字
會
』
を
見
る
と
、
漢
字
の
「
鵲
」
に
対
す
る
朝
鮮
で
の
呼
称
は
諺
文
、

す
な
わ
ち
ハ
ン
グ
ル
で
は
「
加
佐
」
に
当
た
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
信
友
は
さ
ら
に
割
注
の
か
た
ち
で
註
釈
を
つ
け
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て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、『
訓
蒙
字
會
』
中
の
「
鵲
」
と
い
う
字
の
下
に
は
「�

�
�

」
と
の
註
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
諺
文
の

例
に
據
り
て
」
読
ん
で
み
る
と
、「�

�

」
は
「
加
佐
」
と
な
り
、
そ
の
下
の
「�

」
は
「
鵲
」
の
字
音
を
注
し
た
も
の
で
、「
志
也

久
」
と
な
る
と
い
う
。
続
い
て
信
友
は
、
今
の
朝
鮮
語
で
は
「
カ
サ
サ
ギ
」
を
「
加
之
」
す
な
わ
ち
「
カ
シ
」
と
呼
ぶ
と
す
る
白
石

の
議
論
を

(

�)
補
強
的
に
紹
介
し
な
が
ら
も
、「
サ
ギ
」
を
「
噪
」
と
す
る
解
釈
の
部
分
は
採
ら
ず
、
本
文
に
お
い
て
、
結
局
「
カ
サ
」

は
「
喝
則
寄
」
す
な
わ
ち
「
カ
ツ
ソ
キ
」
の
略
言
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
前
提
に
基
づ
い
て
、「
か
さ
ゝ

ぎ
」
が
登
場
す
る
様
々
な
文
献
を
分
析
し
、「
鷺
」
と
の
混
同
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
示
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
論
旨
は
先
述
の
宮
崎
の
そ
れ
と
の
著
し
い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
論
証
方
法
や
根
拠
も
よ
り
詳
細
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
宮
崎
は
一
連
の
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
信
友
の
著
作
に
触
れ
て
は
い
な
い
。

(

�)

ま
た
こ
の
議
論
の
重
要
な
論
拠
と
な
っ

て
い
る
『
訓
蒙
字
會
』
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
著
作
の
随
所
で
引
照
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

(

�)

「
カ
サ
サ
ギ
」
の
と
こ
ろ
で
は
言

及
さ
れ
な
い
。
同
郷
の
谷
川
士
清
や
本
居
宣
長
・
平
田
篤
胤
ら
の
国
学
の
著
作
は
、
宮
崎
の
諸
論
文
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
従
っ
て
伴
信
友
の
著
作
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

(

�)

他
方
で
こ
の
「
カ
サ
サ
ギ
」
論
が
、
信
友
の

単
な
る
再
述
や
模
倣
、
況
や
剽
窃
、
と
は
よ
も
や
考
え
ら
れ
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
宮
崎
は
、
信
友
の
学
問
手
法
を
評
価
し
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
を
充
分
踏
ま
え
た
上
で
、
ド
イ
ツ
か
ら
学
ん
で
き
た
学
問
と
の
摺
り
合
わ
せ
を
も
意
識
し
つ
つ
独
自
の
語
り

口
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

四

見
通
し
に
か
え
て

略
歴
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
留
学
を
通
じ
て
グ
リ
ム
の
手
法
に
多
く
を
学
び
、
そ
の
導
入
を
試
み
た
と
い
う
の
は
、
宮

崎
の
比
較
言
語
学
に
つ
い
て
の
通
説
的
な
理
解
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
自
身
が
、
少
な
く
と
も
外
面
的
に
表
明
す
る
自
己
認
識
で

神戸学院法学 第42巻第 3･4 号

48



(715)

も
あ
っ
た
。
宮
崎
と
信
友
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
別
稿
に
お
い
て
さ
ら
に
具
体
的
に
詰
め
る
作
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
が
、

宮
崎
の
言
語
分
析
の
本
質
を
探
る
上
で
は
、
前
近
代
、
す
な
わ
ち
江
戸
期
に
培
わ
れ
た
考
証
学
、
就
中
谷
川
士
清
、
本
居
宣
長
、
あ

る
い
は
伴
信
友
と
い
っ
た
国
学
系
統
の
文
献
学
及
び
考
証
学
と
の
関
係
を
今
一
度
精
密
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

(

�)
語
義
論
の
み
に
徒
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
音
声
面
か
ら
の
検
討
を
も
重
視
し
、
そ
れ
を
禁
欲
的
な
ま
で
に
最
小
限
度
の

史
料
の
引
用
に
よ
っ
て
補
強
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
圧
縮
度
の
高
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
か
量
的
に
は
必
ず
し
も
多
く
を
残
さ
な
か
っ

た
宮
崎
の
仕
事
が
、
江
戸
時
代
の
考
証
学
の
系
譜
に
立
脚
し
た
上
で
、
西
洋
近
代
学
問
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
何
を
「
継
受
」
し
よ
う
と

し
た
の
か
│
な
お
今
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

＊
本
稿
は
、
平
成
二
一
〜
二
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金(

若
手
研
究(

研
究
ス
タ
ー
ト
支
援)：

課
題
番
号2

1
8

3
0

1
5

5)

、
及
び

平
成
二
三
〜
六
年
度
同
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ)：

課
題
番
号2

3
7

3
0

0
1

3

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
、

「
石
井
紫
郎
先
生
喜
寿
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パ
イ
オ
ニ
ア
の
系
譜
」
に
お
い
て
行
っ
た
報
告
「
宮
崎
道
三
郎
の
法
史
学｣

（
平
成
二
四

年
七
月
一
日
、
於
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
東
京)

）
に
基
づ
く
。

本
稿
で
扱
っ
た
宮
崎
博
士
の
曾
孫
弟
子
に
当
た
る
石
井
紫
郎
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
は
、
学
部
に
お
け
る
日
本
法
制
史
の
最
終
講
義
を

拝
聴
す
る
と
い
う
、
研
究
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
こ
の
上
な
い
機
会
を
た
ま
わ
っ
た
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
の
西
川

洋
一
教
授
、
新
田
一
郎
教
授
に
は
、
一
緒
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
を
、
ま
た
ご
来
席
の
諸
先
生
か
ら
も

席
上
数
々
の
有
意
義
な
ご
示
唆
を
頂
戴
し
た
。
さ
ら
に
本
稿
で
参
照
し
た
二
十
世
紀
初
頭
の
ハ
ン
グ
ル
及
び
朝
鮮
語
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

歴
史
状
況
全
般
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
商
学
部
の
李
英
美
特
任
教
授
よ
り
多
く
の
大
変
重
要
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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(

�)

た
と
え
ば
潮
見
俊
隆
・
利
谷
信
義
編
『
日
本
の
法
学
者』

（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
）
で
は
、
ま
さ
に
法
制
史
学
者
の
代
表
と

し
て
中
田
薫
と
三
浦
周
行
（
共
に
石
井
紫
郎
執
筆
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
�)
没
後
、
弟
子
の
中
田
薫
が
編
集
し
た
著
作
集
（
後
述
）
を
除
く
と
、
最
も
纏
ま
っ
て
扱
っ
た
も
の
は
依
然
と
し
て
、『
国
史
大
辞
典
』

の
項
目
（『

国
史
大
辞
典

第
一
三
巻』

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年)

「
宮
崎
道
三
郎｣

（
植
田
信
廣
執
筆
）
と
い
う
状
況
で
あ
る
が
、

近
年
、
宮
崎
が
創
立
に
関
わ
っ
た
日
本
大
学
の
関
係
者
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
柏
村
哲
博
「
設
立
者
総
代

宮

崎
道
三
郎
の
生
涯｣
『
日
本
大
学
史
紀
要
』
創
刊
号
（
一
九
九
五
年)

、
高
瀬
暢
彦
「
宮
崎
道
三
郎
の
法
史
学
講
義
」
同
第
二
号
（
一
九
九

六
年)

、
宮
崎
誠
・
柏
村
哲
博
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
」
同
第
五
号
（
一
九
九
八
年)

、
宮
崎
誠
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ

ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺)
」
同
第
六
号
（
一
九
九
九
年)

。
ま
た
今
の
と
こ
ろ
、
宮
崎
の
研
究
内
容
自
体
に
言
及
し
た
唯
一
の
も
の
と
い

え
る
長
尾
龍
一
の
著
作
に
つ
い
て
は
後
述
（
後
掲
註(

�)

〜(

�))

。

(

�)

以
下
の
記
述
は
基
本
的
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
最
も
詳
し
い
宮
崎
伝
で
あ
る
中
田
薫
「
宮
崎
道
三
郎
先
生
小
傳｣

（
中
田
薫
編
『
宮

崎
先
生

法
制
史
論
集』

（
岩
波
書
店
、
昭
和
四(

一
九
二
九)

年
）
所
収：

以
下
『
論
集
』
と
略
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
花
房
吉
太
郎
・

山
本
源
太
編
『
日
本
博
士
全
傳』

（
博
文
館
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
）
所
収
の
「
法
學
博
士

宮
崎
道
三
郎
君｣

、
井
関
九
郎
監
修

『
大
日
本
博
士
録

第
壹
巻』

（
發
展
社
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年)

「
法
學
博
士
之
部

�

宮
崎
道
三
郎｣

、
石
井
良
助
「
日
本
法

制
史
學
八
十
八
年
│
東
京
大
學
に
お
け
る
│｣

（
同
『
大
化
改
新
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立』

（
創
文
社
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。
初
出
は
『
国

家
学
会
雑
誌
』
第
八
一
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
六
八
年)
）
も
参
照
。

(

�)

中
田
（
前
註
）
一
頁
。
ち
な
み
に
同
じ
船
に
は
森
�
外
、
穂
積
八
束
も
乗
船
し
て
い
た
。
宮
崎
・
柏
村
（
前
掲
註(

�)

）
一
五
一
〜

二
頁
。

(

	)

宮
崎
・
柏
村
（
前
掲
註(

�)

）
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
七
年
十
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
し
た
宮
崎
は
、
翌
十
八
年
十
月

ま
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
滞
在
、
そ
の
後
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
転
じ
、
井
上
哲
次
郎
・
森
�
外
ら
と
も
親
交
を
深
め
つ
つ
一
年
間
学
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
同
十
九
年
十
月
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
移
り
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
に
師
事
し
て
研
鑽
を
重
ね
、
翌
二
十
年
十
月
再
び
ラ
イ
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プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
戻
り
、
翌
二
一
年
十
月
に
帰
朝
す
る
ま
で
勉
学
を
続
け
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
れ
ら
第
一
線
の
法
学
者
か
ら

宮
崎
が
受
け
た
と
思
わ
れ
る
影
響
の
個
別
的
な
評
価
は
そ
れ
自
体
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
別
稿
に
譲
る
。

(
�)
な
お
羅
馬
法
講
座
は
、
翌
明
治
二
七

(

一
八
九
四)

年
に
帝
国
大
学
教
授
に
就
任
し
た
戸
水
寛
人
に
、
比
較
法
制
史
講
座
（
現
・
西

洋
法
制
史
）
は
、
同
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
中
田
が
欧
州
留
学
か
ら
帰
国
し
教
授
に
就
任
す
る
の
と
同
時
に
引
き
継
い
で
い
る
。

(

�)

中
田
薫
「
序
言｣

（『

論
集』

）
四
頁
。

(

�)

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
読
売
新
聞
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
刺
激
的
な
帝
国
大
学
評
論
「
東
西
両
京
の
大
學
」
は
、
次
の
よ
う
に

評
す
る
。「
彼
宮
崎
、
猟
官
漁
利
の
徒
多
き
法
科
大
学
に
お
い
て
、
独
り
超
然
と
し
て
こ
の
壺
中
の
天
地
に
蟄
居
し
、
ま
た
全
く
世
事
を

知
ら
ざ
る
も
の
の
ご
と
し
。
人
の
彼
を
呼
ぶ
に
仙
人
を
も
っ
て
す
る
も
の
決
し
て
偶
然
に
あ
ら
ず
。」(

斬
馬
剣
禅
「
宮
崎
、
土
方
対
千
賀
」

『

東
西
両
京
の
大
学
│
東
京
帝
大
と
京
都
帝
大
│』

（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
八
年
）
一
九
三
頁
に
よ
る
引
用)

。
ま
た
「
法
學
博
士

宮
崎
道
三
郎
君｣

（
前
掲
註(
�)
）
七
二
頁
に
は
、「
人
ト
爲
リ
寛
厚
和
順
又
緻、
密、
ノ、
性、
ハ、
能、
ク、
和、
漢、
法、
律、
沿、
革、
ノ、
溟、
濛、
タ、
ル、
ヲ、
弘、
閘、
シ、

テ、
后、
世、
學、
者、
ノ、
指、
針、
タ、
ル、
ニ、
足、
ル、
以
テ
后
進
ノ
慶
�
ト
謂
ハ
サ
ル
可
ケ
ン
ヤ｣

（
傍
点
は
原
文
）
と
あ
る
。
日
露
戦
争
云
々
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
石
井
（
前
掲
註(

�)

）
三
三
二
頁
。
し
か
し
石
井
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宮
崎
の
比
較
法
的
関
心
に

鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
は
単
な
る
作
り
話
で
あ
ろ
う
。
斬
馬
剣
禅
も
、
宮
崎
が
政
治
的
関
心
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る

（
一
九
二
頁
、
二
〇
二
頁)

。

(

�)

中
田
（
前
掲
註(

�)

）
一
頁
以
下
。
斬
馬
剣
禅
（
前
註
）
二
〇
三
〜
四
頁
も
参
照
。

(

�)

一
例
と
し
て
、
三
浦
菊
太
郎
に
よ
る
「
日
本
法
制
史
講
義
録｣
（
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年)

。
岡
松
参
太
郎
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
版
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
同
東
ア
ジ
ア
法
研
究
所
編
（
雄
松
堂)

）
に
は
、
岡
松
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
講
義
（
明
治

二
四
（
一
八
九
一
）
年
）
受
講
ノ
ー
ト
も
存
在
す
る
。
ま
た
明
治
四
二

(
一
九
〇
九)

〜
大
正
六

(

一
九
一
七)

年
に
は
末
松
謙
澄
と
共

に
、
東
京
学
士
会
院
に
お
け
る

｢

羅
馬
法
に
關
す
る
重
要
書
類
�
譯
委
員｣
と
し
て
、
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
や
ガ
ー
イ
ウ
ス
の

『

法
学
提
要』

な
ど
の
翻
訳
に
携
わ
っ
て
い
る
。
中
田

(

前
掲
註(

�))

。
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(

�)

長
尾
龍
一
『
法
学
に
遊
ぶ』

（
慈
学
社
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
。
初
出
は
『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
一
〇
号
（
二
〇
〇
七
年)

。

(
�)

同
、
二
五
七
頁
。

(
�)
同
、
二
六
二
頁
。

(

�)
初
出
は
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
二
二
巻
第
四
、
五
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年)

。

(

�)

初
出
は
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
二
七
九
号
（
同
右)

。

(

�)

初
出
は
『
史
学
雑
誌
』
第
十
七
編
第
七
、
十
、
十
二
号
、
第
十
八
編
第
四
、
八
、
十
、
十
一
号
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六)

〜
四
十

（
一
九
〇
七
）
年)
。

(

�)

宮
崎
は
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
八
月
に
韓
国
に
渡
航
し
て
お
り
（
前
掲
註(

�))

、
そ
の
後
、
古
来
よ
り
密
接
な
関
係
を
有
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
學
術
的
」
な
面
で
は
「
西
洋
人
」
に
遅
れ
を
取
っ
て
き
た
朝
鮮
語
研
究
に
関
心
を
向
け
、
本
格
的
な
日
韓

法
制
語
比
較
研
究
に
着
手
し
た
。
か
か
る
問
題
意
識
の
表
明
と
し
て
、
た
と
え
ば
『
論
集
』
所
収
の
第
九
論
文
「
朝
鮮
語
と
日
本
法
制
史｣

（
初
出
は
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
十
八
巻
第
二
百
九
号
（
明
治
三
七
年))

も
参
照
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
三
つ
の
論
稿
は
そ
の
代
表
的

な
産
物
で
あ
る
。

(

	)

以
下
「
カ
サ
サ
ギ
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
高
野
伸
二
監
修
『
日
本
産
鳥
類
図
鑑』

（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年)

、
日
本
鳥

学
会
編
『
日
本
鳥
類
目
録

改
訂
第
７
版』

（
日
本
鳥
学
会
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

(


)

「
第
八
論
文｣

（『

論
集』

）
二
〇
六
頁
。

(

�)

こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
小
倉
百
人
一
首
に
も
あ
る
有
名
な
大
伴
家
持
の
「
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の

し
ろ
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
け
に
け
る
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
比
し
て
、
た
と
え
ば
万
葉
集
に
は
出
て
こ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は

後
述
。

(

�)

「
第
八
論
文｣

（『

論
集』

）
二
〇
八
頁
。

(

)

前
掲
註(

	)

。
但
し
日
葡
辞
書
に
は
、「
鷺
」
と
直
接
結
び
つ
け
る
か
の
よ
う
な
「
薄
黒
い
色
を
し
た
鷺
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
土
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井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳

日
葡
辞
書』

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
一
〇
四
頁
。

(
�)

後
掲
註(

�)

参
照
。

(
�)
引
用
は
前
掲
註(

�)

。
ル
ビ
は
原
文
。
引
用
部
分
で
は
略
さ
れ
て
い
る
括
弧
内
は
、
大
槻
文
彦
『
日
本
辭
書

言
海

第
二
冊』

（
明
治
二
二
〜
四
（
一
八
八
九
〜
九
一
）
年
）
一
八
五
頁
所
載
の
「
か
さ
さ
ぎ
」
の
項
よ
り
補
っ
た
。『
言
海
』
は
、
幕
末
の
著
名
な
蘭

学
者
・
大
槻
玄
沢
の
孫
に
当
た
る
大
槻
が
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
当
時
の
文
部
省
の
命
を
受
け
て
編
纂
し
た
、
初
の
近
代
的
な
国
語

辞
典
で
あ
る
。

(

�)

前
掲
註(

�)
。

(

�)

同
右
。
注
意
を
要
す
る
こ
と
に
、
大
阪
外
国
語
大
学
朝
鮮
語
研
究
室
編
『
朝
鮮
語
大
辞
典』

（
上)

（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
四

五
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ハ
ン
グ
ル
表
記
は
「
古
語
」
で
あ
っ
て
、
現
代
で
は�

�

と
表
記
さ
れ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
こ
の
現
代
表
記
に

お
け
る
発
音
は[

��������]

に
な
る
。
こ
れ
は
、
平
音
の
「
カ
チ
」
で
は
な
く
む
し
ろ
濃
音
に
よ
っ
て
「
ッ
カ
チ
」
と
い
う
音
に
聞
こ
え

る
よ
う
で
あ
る
（
西
尾
勝
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
口
頭
で
の
ご
指
摘
を
受
け
て
、
李
英
美
明
治
大
学
商
学
部
特
任
教
授
の
ご
教
示
を
仰
い

だ)

。
小
学
館
・
金
星
出
版
社
（
韓
国
）
共
同
編
集
『
朝
鮮
語
辞
典』

（
小
学
館
、
一
九
九
三
年
）
二
九
四
頁
も
参
照
。

(

�)

前
掲
註(

�)

、「
第
十
一
論
文｣

（『

論
集』
）
二
八
三
〜
四
頁
。
か
か
る
連
読
の
例
と
し
て
宮
崎
は
、
彼
自
身
も
著
作
で
�
々
引
照
し
、

朝
鮮
半
島
で
も
教
育
用
に
用
い
ら
れ
て
い
た
『
千
字
文
』
の
冒
頭
に
も
あ
る
「
天
」
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
て
い
る
、
こ
れ
も
前
掲
註(

�)

。

な
お
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
同
書
の
受
容
に
つ
い
て
は
小
倉
進
平
『
朝
鮮
語
学
史』

（
一
九
二
〇
年
、
後
に
小
倉
進
平
著
・
河
野
六
郎
補
注

『
増
訂
補
注

朝
鮮
語
学
史』

（
西
田
書
店
、
一
九
八
六
年
）
と
し
て
復
刊
）
一
九
三
〜
四
頁
。
朝
鮮
総
督
府
に
勤
務
し
、
京
城
帝
国
大

学
教
授
も
務
め
た
小
倉
に
つ
い
て
は
植
民
地
政
策
と
の
関
連
で
種
々
の
評
価
が
存
在
す
る
が
（
一
例
と
し
て
安
田
敏
朗
『｢

言
語
」
の
構

築
―
小
倉
進
平
と
植
民
地
朝
鮮』

（
三
元
社
、
一
九
九
九
年))

、
近
代
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
語
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
よ
る
同
書
は
、
現
在

で
も
朝
鮮
語
学
史
に
関
す
る
纏
ま
っ
た
古
典
的
邦
語
文
献
と
い
え
る
。

(

	)

「
六
年
夏
四
月
、
難
波
吉
士
磐
金
、
至
自
新
羅
、
而
獻
鵲
二
隻
。
乃
俾
養
於
難
波
杜
。
因
以
巣
枝
而
産
之
。」(｢

巻
第
二
十
二

推
古
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天
皇
六
年
四
月｣)

。
引
用
は
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
書
紀
（
四)』

（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
四

五
六
頁
。
ま
た
同
書
「
天
武
紀
」
に
も
「
辛
未
、
高
向
朝
臣
麻
呂
・
都
努
朝
臣
牛
飼
等
、
至
自
新
羅
。
乃
學
問
僧
觀
常
・
靈
觀
從
至
之
。

新
羅
王
獻
物
、
馬
二
匹
・
犬
三
頭
・
鸚
鵡
二
隻
・
鵲
二
隻
及
種
種
物
。」(｢

巻
第
二
十
九

天
武
天
皇
十
四
年
五
月｣

）
と
あ
る
。
引
用
は

『
日
本
書
紀
（
五)

』
四
三
一
〜
二
頁
。

(

�)

「
倭
在
韓
東
南
大
海
中
、（
中
略
）
無
牛
馬
虎
豹
羊
鵲
、｣

。
引
用
は
「
第
十
六
論
文｣

（『

論
集』

）
四
五
〇
頁
（
括
弧
内
は
宮
崎)

。

(

�)

「
其
地
無
牛
馬
虎
豹
羊
鵲｣

。
引
用
は
同
右
。

(

�)

「
船
引
〔
一
本
作
引
船
〕
山
（
中
略
）
此
山
住
鵲
、
一
云
、
韓
國
烏
栖
枯
木
之
穴
、
春
時
見
、
夏
不
見
、｣

。
引
用
は
同
右
（
括
弧
は

宮
崎
の
表
記
の
ま
ま
、
但
し
角
括
弧
内
は
割
注)

。

(

�)

な
お
「
第
十
六
論
文｣
（『
論
集』

）
四
〇
九
頁
で
は
、
こ
れ
を
「
我
邦
の
古
言
中
」
に
あ
る
「
漢
語
と
韓
語
と
結
付
い
て
出
來
た
雜

種
語
」
と
表
わ
し
て
い
る
。「
第
八
論
文
」
二
〇
七
〜
八
頁
も
参
照
。

(

�)

「
第
十
六
論
文｣

（『

論
集』

）
四
五
一
頁
。「
第
十
一
論
文
」
二
八
〇
頁
も
参
照
。

(

�)

『
和
訓
栞
』
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
と
課
題
を
整
理
し
た
近
年
の
論
稿
と
し
て
、
平
井
吾
門
「『

和
訓
栞
』
研
究
の
課
題
と
展
望｣

（
東

京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
国
語
研
究
室
『
日
本
語
学
論
集
』
第
六
号
、
二
〇
一
〇
年)

。

(

�)

引
用
は
『
倭
訓
栞』

（
成
美
堂
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年)

「
後
編
巻
之
四

加
之
部
上
」
十
三
丁
。
読
点
は
和
仁
。

(

�)

ち
な
み
に
「
烏
鷺
」
と
い
う
言
葉
は
、
た
と
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
第
二
巻
（
二
〇
〇
一
年
）
に
は
近
代
に
入
っ
て

か
ら
の
用
例
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
書
物
に
登
場
し
て
い
る
。
尤
も
こ
れ
が
「
囲
碁
」
を
表

す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
未
詳
。
ま
た
伴
信
友
に
よ
っ
て
『
和
訓
栞
』
に
加
筆
・
校
訂
が
施
さ
れ
た
井
上
頼
圀
・
小
杉
榲
邨
編

『
増
補
語
林
上

和
訓
栞』

（
皇
典
講
究
所
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
）
四
六
〇
〜
一
頁
の
「
か
さ
ゝ
ぎ
」
の
項
で
は
、
か
か
る

「
鷺
」
と
の
混
同
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
後
述
参
照
。

(

	)

黒
川
眞
道
「
例
言｣

（『

新
井
白
石
全
集
』
第
四
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年)
）
一
頁
。
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(

�)

『
東
雅』

（『

新
井
白
石
全
集』

（
同
右
）
所
収)

「
巻
之
一
七

禽
鳥
」
三
三
三
頁
（
ル
ビ
及
び
返
り
点
は
原
文
。
括
弧
内
は
原
文
割

注)

。
ま
た
前
掲
註(

�)

も
参
照
。

(
�)
た
と
え
ば
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典

巻
十
二』

（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
九
年
）
で
は
、「
鵲
」
の
項
目
に
お
け
る
「
鵲
噪
」
の
語

の
出
典
と
し
て
『
宋
史』

『
西
京
雑
記
』『

田
家
雑
占
』
か
ら
の
引
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

朝
鮮
に
長
期
滞
在
す
る
経
験
は
な
か
っ
た
宮
崎
が
（
前
掲
註(

�)

参
照)

、
如
何
に
し
て
朝
鮮
語
に
つ
い
て
か
く
も
高
度
の
知
識
を

身
に
つ
け
る
に
至
っ
た
か
は
、
そ
れ
自
体
重
要
な
学
問
史
の
課
題
と
な
り
う
る
。
近
代
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
朝
鮮
語
辞
典
の
登
場
は
、

朝
鮮
総
督
府
時
代
に
旧
慣
調
査
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
編
纂
事
業
で
あ
る
が
（
李
英
美
『
韓
国
司
法
制
度
と
梅
謙
次
郎』

（
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
）
一
八
三
〜
六
頁)

、
一
連
の
宮
崎
の
著
作
は
こ
れ
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
宮
崎
と
同

事
業
と
の
関
わ
り
も
、
少
な
く
と
も
管
見
の
限
り
で
は
見
出
せ
な
い
。
詳
細
は
別
稿
に
委
ね
る
が
、
著
作
の
中
で
の
手
掛
か
り
を
幾
つ
か

挙
げ
て
お
く
と
、
文
献
と
し
て
は
日
中
韓
の
古
典
籍
の
他
、
韓
英
字
典(

H
.

G
.

U
n

d
e

rw
o

o
d

や

J.
S
.

G
ale

ら
に
よ
る
一
九
世
紀
末
に

編
纂
さ
れ
た
も
の)

、
韓
仏
字
典
が
あ
り
、
ま
た
國
學
院
大
學
教
授
を
務
め
た
金
沢
庄
三
郎
や
、
東
京
外
国
語
学
校
の
外
国
人
教
師
を
務

め
た
韓
国
人
の
柳�

根
ら
へ
の
謝
辞
も
見
え
る
（｢

第
八
論
文｣

（『

論
集
』
二
三
九
頁))

。

(

�)

伴
信
友
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
、
山
岸
惟
和
「
伴
信
友
翁
傳｣

（『

伴
信
友
全
集
』
第
二
（
国
書
刊
行
会
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）

年
）
所
収)

、
佐
伯
有
清
・
関
晃
「
伴
信
友
の
学
問
と
『
長
等
の
山
風』｣

（
田
原
嗣
郎
・
関
晃
・
佐
伯
有
清
・
芳
賀
登
編
『
日
本
思
想
大

系
五
〇
・
平
田
篤
胤

伴
信
友

大
國
隆
正』

（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
所
収)

、
川
瀬
一
馬
・
大
鹿
久
義
編
『
伴
信
友
全
集

別
巻

伴
信
友
研
究
篇』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
九
年)

、
森
田
康
之
助
『
伴
信
友
の
思
想』

（
同
）
を
参
照
。

(

�)

「
例
言｣

（『

伴
信
友
全
集
』
第
四
（
同
右)

）
一
頁
。

(

�)

『
訓
蒙
字
會
』
と
は
、
原
註
に
も
あ
る
よ
う
に
、
十
六
世
紀
初
頭
の
朝
鮮
王
朝
中
宗
の
時
代
に
書
か
れ
た
初
学
者
・
児
童
向
け
漢
字

学
習
書
で
あ
る
。
小
倉
（
前
掲
註(

	)

）
一
九
五
〜
六
頁
。
ま
た
朴
永
濬
・
柴
政
坤
・
鄭
珠
里
・
崔


鳳
著
／
中
西
恭
子
訳
『
ハ
ン
グ
ル

の
歴
史』

（
白
水
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
二
七
〜
三
〇
頁
も
参
照
。
宮
崎
も
『
論
集
』
所
収
の
著
作
の
随
所
で
引
照
し
て
い
る
。

宮崎道三郎と伴信友の「カササギ」

55



(722)

(

�)

『
比
古
婆
衣』

（『

伴
信
友
全
集
』(

前
掲
註(

�)

）
所
収)

「
巻
之
十
一

か
さ
ゝ
ぎ
と
い
ふ
鳥
に
二
種
あ
る
事
」
二
四
〇
〜
一
頁
。

ル
ビ
は
原
文
。
角
括
弧
内
は
原
文
割
注
。

(
�)
小
倉
（
前
掲
註(

�)

）
三
六
一
頁
も
参
照
。

(

�)
こ
れ
に
つ
い
て
は
小
野
蘭
山
（
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
〜
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
）
に
よ
っ
て
享
和
二
（
一
八
〇
二
年
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
本
草
綱
目
啓
蒙』

「
巻
之
四
十
五

禽
之
三

林
禽
類
」
の
「
鵲
」
の
項
目
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
（『

本
草
綱
目
啓
蒙
４』

(

平
凡
社
（
東
洋
文
庫)

、
一
九
九
二
年
）
三
四
頁)

。
信
友
よ
り
ほ
ぼ
半
世
紀
前
に
生
ま
れ
た
著
者
に
よ
る
同
書
は
、
日
本
に
お
け
る

『

本
草
綱
目
』
に
関
す
る
代
表
的
な
解
説
書
と
し
て
知
ら
れ
る
（
木
村
陽
二
郎
「
小
野
蘭
山
と
『
本
草
綱
目
啓
蒙』｣

（『

本
草
綱
目
啓
蒙
１』

(

同
、
一
九
九
一
年
）
所
収))

。
(

�)

前
掲
註(

�)

所
引
史
料
を
参
照
。
な
お
信
友
が
白
石
か
ら
も
多
く
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
つ
き
、
た
と
え
ば
宮
崎
道
生
「
新

井
白
石
と
伴
信
友｣

（
川
瀬
・
大
鹿
（
前
掲
註(

�)

）
所
収
。
初
出
は
『
日
本
歴
史
』
二
六
〇
（
一
九
七
〇
年))

。

(

	)

た
と
え
ば
、
七
夕
に
お
け
る
鵲
橋
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
新
古
今
集
な
ど
に
収
録
さ
れ
た
日
本
の
古
歌
に
も
多
く
見
ら
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
万
葉
集
に
は
見
当
た
ら
な
い
な
ど
、
こ
れ
が
日
本
古
来
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
緻
密
か
つ
明
晰
に
論
証
す
る
。『
比
古
婆
衣』

(

前
掲
註(

�)

）
二
四
二
頁
。

(


)

ち
な
み
に
宮
崎
も
引
用
す
る
先
出
の
『
言
海』
（
前
掲
註(

�)

）
に
つ
い
て
、
著
者
大
槻
の
没
後
、
兄
の
如
電
ら
に
よ
っ
て
増
補
改

訂
さ
れ
た
『
新
訂
版

大
言
海』

（
冨
山
房
、
一
九
五
六
年
）
三
六
九
頁
所
載
の
「
カ
サ
さ
ぎ
」
の
項
で
は
、
典
拠
こ
そ
明
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
説
を
反
映
し
た
と
思
し
き
説
明
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
な
お
『
日
本
国
語
大
辞
典』

（
前
掲
註

(

�)

）
は
語
源
と
し
て
『
東
雅』

『
大
言
海
』
の
み
を
挙
げ
、『
比
古
婆
衣
』
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

(

)

た
と
え
ば
「
第
十
六
論
文
」
中
で
も
、「
つ
る
べ
（
釣
瓶)

」(

四
一
三
頁)

、

｢

し
と
ぎ
（�

)

」(

四
一
九
頁)

、｢

あ
（
我)

」(

四
二

五
頁)

、｢

な
た
（
�)

」(

四
二
九
頁)

、｢

か
ま
（
鎌)

」(

四
三
〇
頁
）
な
ど
、
殆
ど
の
語
の
分
析
に
お
い
て
引
照
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

現
に
伴
信
友
が
加
筆
・
校
訂
し
た
『
増
補
語
林

和
訓
栞』

（
前
掲
註(

�)
）
は
、
明
示
的
に
信
友
に
よ
る
加
筆
と
の
旨
が
注
記
さ
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れ
た
箇
所
も
含
め
て
多
く
引
照
さ
れ
る
文
献
の
一
で
あ
り
、
ま
た
た
と
え
ば
『
論
集
』
所
収
の
第
二
十
八
論
文
「
任
那
疆
域
考｣

（
初
出

は
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
二
十
四
巻
第
十
二
号
、
同
第
二
十
五
巻
第
二
号
（
明
治
四
三
〜
四
（
一
九
一
〇
〜
一
）
年)

）
六
六
九
頁
に
は
、

信
友
の
『
中
外
經
緯
傳
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
同
書
は
、
信
友
の
主
著
の
一
で
あ
る
『
比
古
婆
衣
』
に
比
す
れ
ば
知
名
度
が
低
い
と
い

え
る
こ
と
か
ら
も
、『
比
古
婆
衣
』
を
知
ら
な
い
、
も
し
く
は
未
見
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

(

�)

国
学
に
お
い
て
は
考
証
の
必
要
性
か
ら
、
�
々
中
国
・
韓
国
と
い
っ
た
外
国
語
文
献
を
徒
に
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
研
究
対

象
と
し
て
積
極
的
に
受
容
し
た
上
で
緻
密
な
比
較
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
信
友
は
さ
し
ず
め
そ
の
学
風
の
代
表
格
で
あ
る
。
彼
自
身

に
よ
る
端
的
な
表
明
と
し
て
、
た
と
え
ば
『
中
外
經
緯
傳
草
稿
第
二』

（『

伴
信
友
全
集
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）

年
）
所
収
）
二
三
五
頁
。
先
行
研
究
で
の
早
い
時
期
に
お
け
る
か
か
る
評
価
と
し
て
石
田
熊
三
郎
「
伴
信
友｣

（
川
瀬
・
大
鹿
（
前
掲
註

(

�)

）
所
収
。
初
出
は
昭
和
十
九

(

一
九
四
四)

年
（『

新
國
學
叢
書
』
第
十
二
巻
二
、
春
陽
堂)

）
三
一
頁
。
ま
た
信
友
の
考
証
学
が
、

少
な
く
と
も
明
治
初
期
の
国
語
国
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
久
松
潛
一
「
文
獻
學
的
研
究
と
考
證
學
│
伴

信
友
を
中
心
と
し
て
│｣

(

同
。
初
出
は
『
安
藤
教
授
還
暦
祝
賀
記
念
論
文
集』

（
三
省
堂
、
昭
和
十
五

(

一
九
四
〇)

年)

）
も
指
摘
し

て
い
る
。

宮崎道三郎と伴信友の「カササギ」

57


